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施策 1102
妥当性 妥当 コスト削減の余地 有 受益者負担 適正

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民対象
環境保全に対する市民意識の醸成、日常生活におけるリサイクル活動、マイバッグ運動の
推進等を図る。

施
策
が
目
指
す
姿

①市民一人当たりごみ収集量(1日)… 5年間で521gへ圧縮(現状値565g/日) 単位g/日
②リサイクルされた資源物量…5年間で6,700tへ増加(現状値6,560t)成

果
指
標

平成30年度
556.00
565.60

6,588.00
6,074.56

99.99

617,884
607,399

平成31年度
547.00
656.10

6,616.00
5,773.05
106.94

618,659
617,398

令和2年度
538.00
584.10

6,644.00
5,557.18
111.16

617,744
617,744

令和3年度
529.00

6,672.00

0
0

令和4年度
521.00

6,700.00

0
0

本施策の目標を達成することにより基本施策の環境保全に取り組む市民の増加に大きく貢
献すると考えられる。貢献度

本施策の成果指標は、コロナ禍により市民のごみ減量化が進まず、また新型コロナウイル
ス感染症対策のため集団回収が低調であったことから未達成であった。達成状況

アフターコロナを見据えたごみ減量化に向けた新たな施策が必要である。
課題

ごみ減量化に関する市民意識の向上を図り、ごみと資源を分別しリサイクルを推進する事
業に取り組む。取組方針

外

部

評

価

151201
事業ｺｰﾄﾞ 名 称 ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ(千円) 達成度

生ごみ減量化補助金 1,230

令和2年度

100
155501 ごみ収集事業費

04250000

603,770 100
151301

生活環境部 クリーン課

資源物回収活動団体支援事業費 2,302 70

循環型社会の形成

151101 バイオ式生ごみ処理機管理費 910 30
787701 あわせて１００歳ヒアリング事業費 2,651 25
151501 マイバッグ持参運動事業費 0 1
156501 ごみ収集車購入事業費 0
838901 ごみ減量事業費 0

単位施策評価表 所属

成果指標１
[ ]
成果指標２
[ ]

成果指標３
[ ]

成果指標４
[ ]



施策

妥当性 妥当 循環型社会の形成についての評価は妥当である。

コスト削減の余地 有 事業の集約や見直しなどによりコスト削減の余地がある。

受益者負担 適正 受益者負担はないため適正である。

上位貢献度 有効 基本施策の成果指標達成には貢献度は高い。

類似事業の有無 無 リサイクル活動や循環型社会形成に類似事業はない

成果向上の余地 有
今後適切に事業を行うことで、循環型社会の形成の推進
が見込まれる。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

単位施策評価表　補表

1102　循環型社会の形成

区分

内部評価

本施策の目標を達成することにより基本施策の環境保全に取り組む
市民の増加に大きく貢献すると考えられる。

本施策の成果指標は、コロナ禍により市民のごみ減量化が進まず、
また新型コロナウイルス感染症対策のため集団回収が低調であっ
たことから未達成
であった。

アフターコロナを見据えたごみ減量化に向けた新たな施策が必要で
ある。

ごみ減量化に関する市民意識の向上を図り、ごみと資源を分別しリ
サイクルを推進する事業に取り組む。


